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平成１７年度第１回ＣＲＤセミナー 
日 時：平成 17 年度 7 月 6 日(水) 
14 時 40 分～16 時 10 分 
場 所：専門校舎 ３階 Ａ３０４ 
共 催：産学官連携推進事業実行委員会 
地域共同研究開発センター研究協力会 
 
北海道南西部の火山防災に関する共同研究 
 
 北海道南西部は、樽前山、有珠山、北海道駒ヶ岳、登別のクッタラ火山など、火山災害を引き
起こす活火山が多い地域である。例えば有珠山は 2000 年に噴火し、洞爺湖温泉街やその周辺地
域に大きな災害を引き起こした。北海道南西部の火山防災を進めることは、地域と連携をはかる
室蘭工業大学にとって急務の課題である。 
 本研究では、北海道南西部の火山に関する火山防災を推進する。具体的には北海道南西部の活
火山（樽前山、有珠山、北海道駒ヶ岳、クッタラ火山等）に関する防災教育書の作成、防災に関
する啓蒙活動の推進、室蘭工業大学における火山防災講演会の開催等を行う。 
 火山防災では、大学などの高等研究機関が科学的な研究を行い、噴火予測を行う先進的な研究
を進めているが、それと同時に、研究者が地域住民と一体になって火山に関する住民の理解を深
めていくことも重要である。両者をバランスよく行うことが減災への道のりであろう。このため、
防災教育書の作成、啓蒙活動、防災講演会などが必要になる。 
 火山防災ではハザードマップの作成も重要である。本共同研究では、登別のクッタラ火山のハ
ザードマップ作成のための基礎資料も行う。クッタラ火山のハザードマップの作成は、北海道登
別市の市議会からも本学に作成協力要請がきている重要課題である。クッタラ火山の最新の噴火
の規模等を決める野外調査や、北海道南西部の他火山の野外調査を共同で行い、これに対する資
料作成を行う予定である。 
客員教授（NPO 法人環境防災総合政策研究機構） 宇井忠英 
              建設システム工学科 助教授 後藤芳彦 
【平成１６年度第７回ＣＲＤセミナー】 
 平成 17 年 4 月 28 日(木) 15:00～16:30 本センター2 階で産学官連携推進事業実行委員会、地域
共同研究開発センター研究協力会の共催。総合テーマ：高強度コンクリートの劣化機構の解明と性
能改善に関する研究として、テーマⅠ：「コンクリートの凍害劣化機構と評価方法」と題して建設
システム工学科濱幸雄助教授が、テーマⅡ：「熱力学的アプローチによるセメント硬化体の劣化機
構の解明」と題して柴田純夫客員教授(住友金属鉱山シポレックス(株)取締役技術部長)が講演を行
った。講演後、講演者と聴講者の間で活発な討論が行われた。参加者は 37 人。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
室蘭工業大学と（財）室蘭テクノセンターとの業務提携 
 
室蘭工業大学は財団法人室蘭テクノセンターと、平成１７年２月に業務提携契約を締結し、産学
官連携支援室を設置して相互に職員を派遣することとした。業務提携は大学の研究機能とテクノセ
ンターのコーディネート機能を合体させ、より強硬な産学官連携体制を構築しようとするものであ
る（図－１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本学での活動拠点となる「産学官連携支援室」を CRD センター内に設置し、テクノセンター職 
員（３人程度）を連携支援コーディネータとして配置して図－２に示すような業務活動を本年 
４月に開始した。 
この支援室は、より充実した産学官連携の推進のために研究シーズの発信と活用を戦略的かつ 
効果的に行い、共同研究や受託研究及び技術指導等を積極的に展開する拠点として活用するも 
ので、全国的にも珍しい試みとして注目を集めている。 
 
図―１ （財）室蘭テクノセンターとの業務提携 図―２ 産学官連携支援室の業務内容 
